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インタラクティブ：「相互作用」の意味で、「対話型」とも訳される。ユーザーがコンピューターの指示に答えながら操作を進めていく方式を対話型処理という。同様に、マ
ウスの動きに応じて画像が変わったり、次に進むページの情報が表示されたりするようなページを、インタラクティブなページという。

インターネット上に建国？

2000年1月9日、インターネット上に風変わ

りなウェブサイト「ISIS」（ www.isis.

ne.jp）が登場した。いや、ウェブサイトと呼ぶ

のは正確ではない。ISISは「編集の国」なの

だ。インターネット上に建国されたこの国には、

いったいどのような領土が広がり、どういった

人々が住むのだろうか。1999年の暮れも押し

せまったある日、編集の国の構想をたてるとと

もに、事務局の運営も行っている「編集工学

研究所」を訪ねてみた。

ISISの編集長である同研究所の市田炎子氏

は、「いままでにないような新しいコミュニティ

ー作りを目指しています。バーチャルな国家が

できるようなイメージです。この国では、イン

タラクティブな編集行為によって才能や方法の

可能性を評価し、知財と呼ぶような市場経済

を実験していきます」と語る。ISISの中ではさ

まざまなコンテンツやメニューが用意されてお

り、それらは見るだけにとどまらず、参加者が

いろいろな形でかかわっていけるものだという。

さらに、参加者が書き込んだアイデアや情報、

相互に編集されて生まれたコンテンツなどを

“知財”と呼び、これらに価値を付けて貨幣の

ように流通させていくというのだ。この国に訪

れた人は、バーチャルな貨幣「ミーム」を使っ

てコンテンツを手に入れたり、あるいは逆に、

他人に評価されることでミームを増やしたりす

ることができる。ここまで聞くと、ISISが現実

の貨幣とは違った意味を持つ貨幣や、相互編

集の蓄積、コミュニティーなどを総称して「国」

と呼んでいることにもなんとなくうなずけるし、

ISISが「Interactive System of Inter Scores」

（相互記憶型編集交換システム）の略であると

いう意味も次第に見えてくる。

編集をキーワードにした
コミュニティー

ISISを利用するにはユーザー登録が必要だ。

これは国民登録をするようなもので、登録を行

うと、IDが発行されるだけでなく一定のミーム

が与えられ、ISISで利用できるようになる。言

うなれば、編集の国で遊ぶためのお小遣いをも

らえるといった感覚だろう。

さて、ISISに一歩足を踏み入れてみると、「C

mode」や「M mode」といったモードが用意
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INTERNET magazine 2000/3 283ミドルウェア：アプリケーションに対して、OSよりも高度で具体的な機能を提供するソフトウェアのことで、異なるOSやハードウェアの違いを吸収するといった側面もある。

アでさえも貼り合わせて新たなカードを作った

り流通させたりできる画期的なシステムだ。こ

れまで学校や地域のマルチメディアデータベー

スなどで実験的に使われてきたこのシステムを

ISISでは本格的に採用し、さまざまなコンテン

ツを作り上げている。

さらに、ISISのシステムディレクターで編集

工学研究所の一員である太田剛氏は、「ミーム

カードやコンテンツを開発するためのオーサリン

グキットを提供したり、“ミーム経済”と呼ば

れる決済システムをスタートさせるなど、次々

と新しい試みを提供していく予定です」と語る。

まずは入国してこの国がどんな国なのかを自分

の目で確かめてほしい。そしてふと気づくと、

この国はあなたにとって、思い立ったときにい

つでも行けるもう1つの国になっているだろう。

されている。それぞれのモードでできることにつ

いては以降のページで紹介していくが、特徴的

なのは、ただ単に国の中を見るだけはなく、訪

れた人がこの国で行われていることに積極的に

参加したくなるような仕組みが随所に用意され

ていることだ。たとえば、M modeで提供され

る「ミメティックゲーム」という編集ゲームで

は、実社会の第一線で活躍するデザイナーやク

リエーターなどが講師をつとめるゲームに参加

しながら編集の技を身に着けることができ、実

際にその講師が自分の能力を評価してくれたり

もする。要するに、ただ漠然とおしゃべりを交

わすのではなく、与えられたテーマで作品を作

ったり互いにコメントしたりすることがオンライ

ンでできるのだ。ここがこれまでインタラクティ

ブと言われてきたウェブサイトとの違いだろう。

拡がっていく可能性と領土

M modeでは、「ESP」と呼ばれる独自のソ

フトウェアを使い、ISISのページへアクセスし

ながら各メニューを利用する。メニューの中の

コンテンツは「ミームカード」と呼ばれる情報

の単位で相互に交換したり再編集したりしなが

ら楽しめる。要はこのカードをやりとりするこ

とで手持ちのカードを増やしたり、興味を持っ

たアイデアや情報を手に入れたりすることがで

きるようになるのだ。

ESPやミームカードを支える技術には、「イ

ンテリジェントパッド」というミドルウェアが採

用されている。北海道大学の田中譲博士が考

案したインテリジェントパッドは、紙のように

文字も数値もマルチメディア情報もソフトウェ

ついに開国

2000年1月9日、まったく新

しいタイプのコミュニティーが

ウェブ上に出現した。編集する

ことの楽しさを体験しながら知

を磨くことができるというこの

国の名は「ISIS」。ここではだれもが編集者

になれると言うが、それはいったいどういうこ

とを意味するのだろうか？ それではさっそ

く、ISISの国をレポートしていこう。
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M modeの「M」はミーム（meme）の「M」。

ミームとは、英国の生物学者「リチャード・ドー

キンス」博士が提唱した“文化遺伝子”のこと。

ISISの文化遺伝子を増殖、継承させるための場

がM modeなのだ。具体的には、ソフトウェア

「ISIS ESP」を使って、独自のインターフェイス

による世界で活動する。参加者は、ESPの画面

上で「ミームカード」の編集をしたり、編集ゲー

ム「ミメティックゲーム」を堪能したりと、電子

メディアならではの編集活動を行っていく。また、

互いの才能に対する評価をISISの通貨「ミーム」

によって下し合うといった仕組みもM modeの特

徴だ。創作やコンテンツの再利用といった深い編

集体験をしたければこのモードがオススメだ。

C modeやM mode以外にも、集う人やアクセ

スの方法、編集の新しいカタチに合わせたさまざ

まなモードが、ISISでは今後提供されていく。

たとえば、携帯電話のｉモードから利用できるの

が「I mode」。このモードでは、ｉモードやモバ

イル機器を使っていつでもどこでもISISにアクセ

スできるので、アクティブな編集ネットワーカー

にはとてもありがたいものとなるだろう。また、子

供の学習や教育などをテーマにするのは「K

mode」。このモードでは、相互編集によって学

び合いの場が作られていくことだろう。このほか、

障害者を含めたコミュニティー「V mode」では、

ボランティアを支援したり、相互のコミュニケー

ションをサポートしたりしていく予定だ。

C modeの「C」はコミュニケーションの「C」。

このモードは編集ネットワーカーの集いの場だ。

ここでは「エディットカフェ」という名の自由に

意見を交換できるラウンジがたくさん開かれてい

るので、興味のおもむくままに参加してみよう。

C modeは専用ソフトがいらないので、ブラウザ

ーを使ってだれでも気楽に参加できる。また、か

け声や投票もできる「電子会議システム」を利

用しているため、議論をしたりなにかを決めたり

しながら親密で豊かなコミュニティー作りを楽し

める。リアルな世界へのかかわりを持ったラウン

ジに参加するうちに、ワクワクするような相互編

集を体験できるはずだ。ここから未来の編集ネッ

トワーカーが続々と誕生していくことだろう。

284  INTERNET magazine 2000/3 ハンドルネーム：オンラインサービスの中で使うユーザーごとのニックネームのこと。パソコン通信ではID以外に自分を表すものとしてハンドルネームを利用することが多い。

編集の国のトップページ www.isis.ne.jpにア

クセスし、「ユーザー登録はこちらへ」を選んだら

「新規登録」ボタンを選択。

名前や住所などの必要事項を入力。ハ

ンドルネームは3つまで登録できるので、

投稿などをするときに使い分けてみても

いいだろう。 必要事項を入力したら「登録」ボタンを選択。そ

の場でユーザーIDが発行される。このIDは国民番

号のようなものだ。また、登録情報はいつでも確認

できるので安心だ。

ISISのトップページにアクセス ユーザー登録ページで
IDとパスワードを取得

登録完了

ISISのトップページ（ www.isis.ne.jp）を表示

モード選択画面で「C mode」「M mode」のいずれかを選択

その他のモードM modeC mode

ユーザー登録

ISISの国で遊ぶ

「編集の国　ISIS」へ入国するには、ユーザー登録が必要だ。簡単な個人情報を入力すると、

その場でユーザーIDを取得できる。現在、ユーザー登録は無料。まずはISISの国民になろう！

ユーザー登録を済ませたらいよいよ入国だ。ISISの国は｢MNN｣（Meme News Network）を通して見ることができ

る。ここではISIS内外の編集的動向を伝えているほか、下で説明している各モードの選択もおこなえる。

「ISISの国を探検しよう」
“登録から実践まで”

「編集の国　ISIS」では、単に見る・読むだけの参加ではなく、情報を相互に編

集していくダイナミズムを体験できる。なにはともあれ、とにかく入国してISIS

の国を探検しよう！
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INTERNET magazine 2000/3 285SOHO（ソーホー／Small Office Home Office）：数人で構成する小規模事業者や個人事業者のこと。パソコンの導入による効率化が不可欠なため、有望な市場として
パソコン業界の注目を集めている。

ラウンジに入るとこのような画面になる。参加者は

各ボタン（※1）をクリックして盛り上げる。

「C modeを満喫する」
“じっくり話したいアナタへ”

「○○○について書いてあったのはど

このラウンジだったかな？」といった

ときに使うと便利なのが、この「検

索」ボタン。本文中にある全発言の

中から指定したキーワードを元にサ

ーチする機能を備えているので、探

したい発言もすぐに見つかる。

ずらりと並ぶラウンジの一覧。魅力

的なタイトルを眺め、どこから参加

しようかと迷うのも楽しいが、まずは

簡単な説明を読んでピンときたラウ

ンジから参加してみよう。なお、今

後もラウンジは続々と増える予定だ。

エディットカフェの入り口。エディッ

トカフェを利用するには、まずメンバ

ー登録をしよう。ラウンジによっては

さらにメンバー登録が必要だったり、

一般のメンバーは読むだけ、コメン

トするだけだったりとバリエーション

がある。まずは使い方をチェック。

「ラウンジ各種ランキング」は、参加

者の多いラウンジや発言の多いラウ

ンジなどを順に並べてくれる機能。

「いま一番ホットなラウンジに参加し

たい！」と考える人のいいガイド役

となってくれるだろう。

日ごろから使い慣れたブラウザーを使って手

軽にアクセスできるC modeでは、コミュニケ

ーションを通した情報のおもしろさを満喫した

い。C modeに入っていくと、まず最初に現れ

るのが「エディットカフェ（Edit Cafe）」。そ

の昔、ロンドンやパリ、プラハなどでカフェ文

化から多くの芸術家や文学者たちがデビューし

たように、エディットカフェでも、多くの人が

集い、意見を交わし合うことですぐれた才能を

持った人がデビューし、新しいインターネット

時代の文化を創っていけるかもしれない。

エディットカフェでは、会議室システム「コ

ミュニティー・エディター」が用いられ、参加

者はさまざまな分野のテーマを持つ「ラウンジ」

で意見を交換する。ここでは、趣味の話題はも

とより「SOHO」やボランティア活動、「NPO」

など、リアルな世界と直結したテーマについて

会話をしながら、場の相互編集とコミュニケー

ションを楽しむことができる。また、進行役と

して「マネージャー」や「ナビゲーター」と呼

ばれる人が全体を取りまとめる役を担っている

のもおもしろい。鳩山由紀夫氏がプロデュース

するラウンジがあったり、集団でエディトリア

ル・プロジェクトを進めていったりするところな

ど、単に読む・書く、という行為だけでは終わ

らないという広がりを十分に予感させる。

さらに、今後、搭載される予定のISIS決済

システムが始動したあかつきには、それを利用

した募金活動なども行われていく予定であり、

こういったことからも、会議室上で話すことし

かできなかった既存のオンライン会議室との違

いをおわかりいただけるだろう。また、ラウン

ジでの発言やナビゲートなどの相互編集で活躍

したユーザーは、そこで得た評価や評判をもっ

てM modeに場を移し、才能を発揮する知材

としてデビューすることができる。

今後、インターネットのカフェからリアルな

世界の文壇や政界へと活躍の場を移す人がここ

から現れるかもしれない。

エディットカフェのスタート時には、以下のカテゴリーとラウンジが設けられている。もちろん、今後も新たな

ラウンジが続々と登場していく。

エディットカフェ「ラウンジ＆カテゴリー」

●十日メッセ 定期的、間欠的に開催される電子の催し

●ISISコモンズ リアル社会にことを起こす事を目指す熱い集まり。（SOHO、NPO)

●ブンボー・ライブ・ラリー 1つのテーマを参加者が相互に編集していく

（なんでもランキング・情報の歴史を作るなど）

●Memetic Game飛び地 M modeのミメティックゲームの併設ラウンジ。

（大惨寺・言寄せ・BOS・Cafe ISISなど）

●鳩様御殿カフェ 鳩山由紀夫氏がプロデュースするラウンジ。

●KINJOTalk 1.0 地域コミュニティー参加型のラウンジ。

●雑談会所 そのほかなんでも。雑談歓迎の気楽なラウンジ群。

エディットカフェ

エディットカフェに進入！

ISISに入国したらまず参加しておきたいのが「エディットカフェ」。ここの電子会議システムは、

読む楽しさや書く楽しさにとどまらず、実際に体験しているという醍醐味につながるよう、さま

ざまな仕掛けがなされている。ここはラウンジに集う人々で作っていく生きたコミュニティーだ。

エディットカフェでは、電子会議システムを使ったさまざまなラウンジが用意されている。

集う楽しさやみんなで議論する醍醐味を実感できるよう、画面も工夫されている。

これがC modeインターフェイスだ！！

※1
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CGI（シー・ジー・アイ／Common Gateway Interface）：WWWサーバーで、外部プログラムを起動して、その結果をWWWクライアント（ブラウザー）に返す仕組
み。ユーザーのリクエストによってウェブページの表示内容を変えたり、ユーザーの入力したフォームのデータをサーバー側へ読み込んだりできる。

いままでのホームページとはまったく違う摩訶不思議なインターフェイスを持っているのがこのM

modeだ。ミメティックゲームという知的なゲームで遊びながら、編集の快楽や奥深さを堪能しよう。

ESPをインストールして編集の国の

トップページからM modeを選ぶ

と、この画面が表示される。宇宙

からの情報ノイズと知のグリッドを

表すという黒を基調としたシックな

画面だ。ここからミメティックゲー

ムなどを開いていく。

画面の左側に並ぶツールが「パク

ラ」。「ミームカード」と呼ぶ、ミ

メティックゲームで使うカードの複

写や編集、保存を行うツールだ。

今後、編集の道具としてさまざま

なパクラが提供される予定。

M modeの説明や各種ツールの説

明もミームカードを使って行われ

る。カードには裏表があるが、右下

のマークをクリックすれば見たい面

を表示できる。また、ミームカード

にはさまざまな機能を付加できる。

画面上に表示されている小さなア

イコンを「ユーナス」と呼ぶ。ミメテ

ィックゲームもミームカードも、ア

クセスされるまではそれぞれユニー

クなデザインのユーナスとなって画

面上で星座のように存在している。

M modeは、ISISが独自に作成したクライア

ントソフト「ESP」（Editorial Scoring Pad）

を使って、いままでになかった新しい世界を体

験できる場だ。たとえば「ミメティックゲーム」

では、CGIやFlashを使ったいままでのウェブ

画面とはまったく違う新しい感覚で、知的な編

集ゲームを楽しむことができる。ここでは多種

多様な世界が繰り広げられるので、参加者はそ

の世界を垣間見ながら編集の意味を知り、奥

深くへと探索していくことになる。

最初にスタートするコンテンツは、編集の技

術とセンスを磨く「編集道場型」のゲームだ。

このゲームでは、ほかの参加者の作品に笑った

り感心したりしながら、自らも投稿することを

通して編集センスを磨いていく。また、今後は

アーティストや専門研究のすぐれたコンテンツ

を蓄積して体験できる「ミュージアム型」や参

加者が協同で歳時記や文化的な資料、ドラマな

どを作るためにエディトリアルワークを展開す

る「編集工房型」などが提供されていく予定だ。

ミームを使いながら編集を楽しもう。

M modeを利用するには、クライアントソフトとして「ESP」が必要だ。ISISのサイトからダウンロード

できるが、本誌の付録CD-ROMにも収録されているので、そちらをインストールすればOKだ。

ISISでは、通貨単位として「ミーム」を使

う。入国時には一定額のミームが贈られるので、

参加者はこれを元手にミメティックゲームを楽

しむ。人のミームカードを見たりして利用する

だけの人は自分のミームを使っていき、反対に

斬新なアイデアや編集力、活動成果を発揮し

たい人はミームを増していけばいい。ミームは

言わば指標スコアなのだ。また、貯まったミー

ムを記録する「通帳機能」も用意されている。

ISISの情報はすべてミームカードに載ってい

る。ミームカードとは、裏表を持つ一対の情報

からなる定型カードで、編集履歴やコメント、カ

ードの裏表を切り替えるなどといったの編集機

能が付いている。ミメティックゲームで気に入

ったミームカードを貯めたり、自分で作ったミ

ームカードを応募したりして、ミームカードを

利用、流通させていく。インテリジェントパッ

ド技術を使ったこのミームカードがISISの真髄。

ISISの文化通貨「ミーム」 基本情報単位「ミームカード」

M modeに進入！

ミメティックゲーム

これがM modeインターフェイスだ！！

「M modeに挑戦する」
“「バリバリ編集するゾ！」というアナタへ”

CD-ROM収録先
ÅÅ Win→ Isis+CD-ROM+CD-ROM
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INTERNET magazine 2000/3 287リンク：あるウェブページからほかの関連ウェブページへジャンプさせるための関連付けのこと。リンクを設定することで、ウェブページの特定の場所をクリックするだけで、
該当ウェブページにジャンプする。

情報の価値を高めるのが編集ならば、編集の

技量もなんらかの尺度で測れるはず。ISISでは、

編集価値を表す単位や方法として「スコア」に

注目する。そもそもスコアとは記録や評価の編

集方法を意味する。スポーツや音楽など、分野

によって個別に工夫されて発展してきた「スコ

ア」をISISで結び付け、新しい編集価値として

流通させるのが、M modeの狙いなのだ。

記録や評価も編集
「スコア」

スコアで評価された参加者の才能はM mode

で磨かれていき、育った才能は、後に「知財」

と呼ばれるものになる。ISISでは知財の発掘と

育成の仕組みとして、さまざまなアワード（賞）

をもうけて表彰していく。今後は世界の文学賞

や芸術賞ともリンクし、すぐれた才能をデビュ

ーさせていく場として機能していくことだろう。

みんなでアワード受賞を目指そう！

隠れた才能にスポットライト
「アワード（パーレン）」の実施

M modeでは、2000年中にさまざまな場や

機能を用意していく計画だ。春からはミームカ

ードを売買する市（バザール）が開かれ、参加

者の才能に投資する知財市況などが段階的に

オープンしていく予定である。さらにミメティ

ックゲームやミームカードを自由にカスタマイズ

するための各種開発ツールも提供され、ますま

す可能性は広がっていくことだろう。

さらに進化する
「M mode」

ギャグの編集力を鍛えるのがこのゲーム。ここは、自ら超絶漫才コラム満載のサ

イトを主宰する放送作家の川崎隆章氏が師範として君臨する修行の寺。冗句の

鬼、川崎氏が繰り出すお題に回答を投稿したり、ほかの参加者のカードを読んだ

りできるが、サムーいおやじギャグや駄洒落には師範の厳しいコメントが返ってく

るので覚悟しよう。笑いの道は厳しいのだ！　もちろんここでも師範を笑わせたら

ミームが与えられる。優秀者はISISの放送作家や芸人としてデビューできるかも？

編集工学研究所所長の松岡正剛氏が主宰する「本の森」（書脳）の冒険のコーナ

ー。ここでは編集工学研究所にある5万冊の書棚がISISのライブラリー・システ

ムとなってそのまま出現する。参加者は松岡氏による書棚の案内を動画で楽しん

だり、自分が好きな1冊を棚に加えたりすることができる。書庫特有の、なにがあ

ってどんな本が現れるのかがわからない緊張感を感じながら本をめぐる冒険の旅を

楽しめるこのコーナーは、本好きにはたまらないものとなりそうだ。

出されるお題に対して思いつくままにミームカードを投稿していく言葉遊びのゲー

ム。「○○とかけて○○ととく」のカードに言葉を入れるなど、言わばISISの大喜

利といった趣。ミームカードの裏に書かれたコメントもおもしろいので要注目。人

のカードを見るだけでなく、自らも頭をひねり、ユーモアを効かせて、ぜひ挑戦し

てみよう。秀逸な作品には、「松」「竹」「梅」といった評価が下され、その評価

に応じてミームが支給される。目指せ座布団10枚！？

日記とは、言わば日々を編集する行為。ここでは各界の達人たちが日々の日記を

公開しながら綴っていく。スタート時、第0章のメンバー（候補）は、坂部明浩、

古田菜穂子＆敦生、野村誠、テッド・ネルソン。場所が違い、人が異なれば、日記

に綴られる内容はまったく異なる。彼らの日記を覗くことにより、日常の感情を達

人たちがどう編集しているのかを同時代的に体験したい。本来、日記とは人に見せ

たくない秘密性を持っていたはず。秘密のベールを外した先に見えるものはなんだ？

“ゲーム感覚で編集の達人になれる”
これまで誰も体験したことのないネットワーク型編集ゲームであるミメティック

ゲーム。まず最初は、誰もが気軽に参加できる編集道場型のメニューからスタートだ。

言寄せ（ことよせ） 日記ミュージアム

お笑い大惨寺 SEIGO'S BOOK-OS

「ミメティックゲーム」スタートメニューはコレだ！
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288 INTERNET magazine 2000/3 コミュニティー：チャットや掲示板などの人が集まるための機能を持つ環境を使って、特定の話題のもとで意見を交わし合う仲間同士の集まり。

1999年12月15日、銀座ソニービルにあるパーティー会場は満員の客で埋めつく

された。バーチャルなコミュニティーの建国にもかかわらずこれだけ多くの人々が集っ

たことからも、このプロジェクトに対して世間が大きな注目を寄せていることを感じ

ざるを得ない。さて、ここではその建国パーティーで祝辞の挨拶を述べた、各界を代

表する人々のコメントをご紹介していこう。

伊藤穣一（インフォシーク取締役会長）

最近では文化的資産イコール国の資産になってきていま

す。言いかえると、経済学上で考える価値観よりもコミ

ュニティー上での価値観のほうが重要だということです。

にも関わらず、それを評価するものがお金しかないのは変

ですよね。ですから、「ミーム」というお金以外のもので

評価を下すシステムは非常におもしろいと思います。

富田　勉（造形作家）

“捨て去られたもの、あるいは捨て去られそうなもののな

かに、すばらしいアイデアがたくさんある。そのアイデア

をなんとか形にしたい”というのがコンセプトです。この

国だったらそれができると思います。今後、私も含め多

くのクリエーターたちのアイディアを、こういったところ

で実現できたら楽しいのではないかと考えています。

いとうせいこう（作家）

「編集の国」が“いま、こういうものなら編集の国に全

部のっているよ”と言えるような、本当に役に立つ、文

化的な百科事典のような“うごめくものの総体”になって

くれたら便利だと思います。また、この国だったら、これ

から始まる21世紀の“資本からこぼれてしまったものを

資本にする”ことができるのではないかと期待しています。

仲條正義（グラフィックデザイナー）

古代エジプト神話の神「ISIS」は「月の女神」なので、

月と半月をデザインしました。この国は現在・過去・未

来があり、大きな国際問題なども取り上げられるすべて

の情報交換の場ですが、私的には、画像やオブジェなど

のデザインが、若い方たちに利用されることによってどの

ようにイメージアップされていくのかが楽しみです。

大倉正之助（能楽師）

先日、8年前に独立したリトアニアに行った際、芸能文

化や政治などといったすべてのものがシンクロして国を築

き上げているというのを非常に強く感じました。たしかに

鼓を打つとか能という伝統舞台を守っていくとかいった

ことも大切ですが、それと同時に、やはり現代に息づいて

いる意義ある者として存在したいと私は考えています。

花田春兆（作家・俳人）

“編集とは、人の力を自分のためにいかに盗んでくるか”

だと思います。たとえば、私のように身体に障害を持つ

人は、だれかの力を借りなければ生きていけません。こ

のとき、単に体力という力だけでなく、知力も借りてく

るのです。“利用できるものは利用してきた”という日本文

化の伝統がうまく機能すれば、この国はうまくいきますよ。

金子郁容（慶応義塾幼稚舎長）

これからは、自分が持っている情報は隠さずにどんどん

表に出していくといった世の中になるでしょう。要する

に、共有した文化が資産となって蓄積されていくわけで

す。「編集」とは、みんなが楽しんでいるなかからだんだん

と国ができていくことだと思いますので、どうぞ皆さんも楽

しみながらなにかを生み出していってほしいと思います。

福原義春（資生堂代表取締役会長）

元来、私は自分自身が編集されたる者だと考えています。

その私がウェブを作るわけです。そしてそのなかに「ミー

ム」が溜まっていく。ミームには自己発展能力がありま

すので、今後どうなるのかはわかりません。私たちが参加

できれば、いまの日本を編集できると思います。私のような

新しもの好きが集まると良くなるのではないでしょうか。

川崎隆章（放送作家）

“なにかを作り出すとき、それを作り出すプロセスや「こ

ういうコンテンツを入れるといいのでは？」というアイデ

ィアを集めるようなトレイを作って、それをインターネッ

トでビューンと飛ばすことができたらこの国は栄えるので

はないか？”っと考えたのが、「ISIS」のコンテンツ作り

の第一歩でした。それにしても、生まれた子供が2歳半

になるというすごい歳月が流れましたね。

松永真理（NTT移動通信網・企画室長）

i モードのコンテンツが開花したことは、まさにISISのテ

ーマにぴったりだと思います。現在i モードでは有料課金

のコンテンツを利用するユーザーが増大しており、さらに

どなたでも利用できる一般サイトでは、 3500にも及ぶコ

ンテンツがユーザーによって作成されています。こうして

人々が積極的にコンテンツに携わるようになったいま、

ISISが開国したことはとても頼もしいことだと思います。

榊原英資（慶應義塾大学教授）

「ミーム」という形で文化的なものを通貨にしていくのは

ある種の実験でしょう。ミームがどういうコンテンツを持

つのかはまだだれにもわかりませんが、コミュニティーが

できれば、おそらく通貨もできるでしょう。そういった意

味でも、既存の国家通貨に代わるものがローカルな場所

で作れるのかどうかに、たいへん期待を寄せています。

丸山茂雄
「情熱を継続しているか？」、これが大切です。もちろん

私はこの国をおもしろいと思っていますが、なによりも、

2年半もの間「ISIS」の建国に向けて全力を尽くしてき

た彼らの一生懸命さに心を動かされました。また、ネッ

トを通じて絶滅しそうなわらべ歌や子守歌を収集しよう

という試みも、このメディアには向いていると思います。

（ソニー・ミュージックエンタ
テインメント代表取締役社長）

「ISIS建国パーティー」開催
“ISISに寄せる熱い想いが結集”
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INTERNET magazine 2000/3 289OS（オー・エス／Operating System）：コンピューターシステムを管理し、基本的なユーザー操作環境を提供するソフトウェアのこと。基本ソフトウェアとも呼ぶ。ウ
ィンドウズやマッキントッシュもOSのひとつ。

「ISISの今後」“拡大し続ける国”

ミメティックゲーム
コンテンツ続々登場！！

誰もが想いを載せる国
“編集工学研究所所長に聞く”

「編集の国」って、誰もがよく、こんなふう

だったらいいなって思うことがあるでしょう。そ

ういう願望を載せたヴァーチャル・カントリー

なんです。誰もが、たいてい何かを何かに編集

したいと思っている。そういう思いを集めてみ

たかったわけですね。

いま、われわれは歴史の流れや事件の流れに

逆らえない。すべての情報を受けるままになっ

ている。それはそろそろ飽きましたよね。自分

で情報を編集したいし、他人と一緒に編集し

たい。そういった人たちはISISに入植して遊ん

でほしいんです。

たとえば、こんな才能を見せたい、遊びの秘

術を尽くしたい、日本を変えたい、秘密のもの

を見せたい、歌詞を発表したい、こんな条例を

作りたい、時の流れに変化をつけたい、なんで

もかまいません。ここは意伝子ミームが飛び交

う国なんです。編集とは「変化をおこす」「関

係を発見する」「新しく組み替える」というこ

とです。その変化、関係・組替えの最小単位

をこの国ではミームカードが処理します。これ

は文化通貨であって、自己楽譜であって、演算

文房具なんです。M modeに入ると使えますか

ら、ぜひ工夫してみてください。

ISISは「相互記

譜型編集交換シス

テム」という、これ

までにない“編集OSのようなもの”を提供し

ていきます。その技術も堪能してもらいたいし、

そのOSならではのコンテンツ・ゲームにも参加

してもらいたい。われわれはそのための道路や

橋や病院や電気をちゃんとご用意していこうと

いうわけです。ISISがネットの常識を破ること

を期待しています。

M modeで提供されるミメティックゲーム

では、｢編集道場型｣、｢ミュージアム型｣、

｢編集工房型｣のそれぞれで、今後も新し

いコンテンツが続々と登場する。

たとえば、編集道場型において内田繁氏

が主宰する『デザイン学校』では、オンライ

ンでデッサンからディテールまでの創作技

術を学べる。また、デジタル時代のクリエ

イターを目指す人なら、高城剛氏の『エン

ターテインメント開発講座』に要注目だ。

このほか、マルチメディアのコンテンツを

味わいたい人には、ミュージアム型で開か

れている、横尾忠則氏と松岡正剛氏のコ

ラボレーションが見ものである『大いなる

終わらない物語』をオススメしたい。ここ

では、挿話画が紡ぎだされ、展示されてい

く様を楽しめる。

さらに今後は、子供たちが作る物語『もの

がたりメーカー』や、雪の結晶をミームカ

ード化して名前を付けたりデザインしたり

する『雪の名前』など、ユニークな試みが

行われていく予定だ。

ミームカードを交換しながら自分自身の知

を鍛え、ISISに知財が蓄積されていく、知

的でワクワクするようなたくらみに満ちた

ミメティックゲームに今後も期待しよう。

[編集道場型]

●ワールドビルディングラボ：

押井守（映画監督）

●新エンターテインメント開発講座

高城剛（デジタルクリエイター）

●デザイン学校

内田繁（インテリアデザイナー）

●勉庵

富田勉（アーティスト）

●編集稽古

松岡正剛＆編集工学研究所

●ものがたりメーカー

編集工学研究所＆こどもたち

●天の尺

花田春兆（俳人・作家）＆坂部明浩（ラ

イター）

●編集者養成ギプス

いとうせいこう（作家）

●いつかみた場面集

稲越功一（フォトグラファー）

●ミーム落語塾

柳家花禄（落語家）

●見えない学校

平井雷太（スペースらくだ塾主宰）

[ミュージアム型]

●大いなる終わらない物語

横尾忠則（アーティスト）＆松岡正剛

●日本の編集文化史

松岡正剛＆高橋秀元（編集工学研究所）

●スピリット・ライダース

大倉正之助（太鼓奏者）＆飛天グループ

●KAWABATA SCREW WORLD

川端ネジ製作所

[編集工房型]

●アジア楽劇地帯の旅

野村万之丞（狂言師）

●雪の名前

樋口敬二（名古屋市科学館館長、名古屋

大学名誉教授）

●唄づくし

桃山晴衣（ミュージシャン）

●オトグラフ体系

高野純子（オトグラフ収集家）

●歳時記編纂室

宗形憲樹（ライター）＆宮田和樹（モバ

イルエッセイスト）

●ミームカード版・禅語録

ハイパー・ゼンソウ・グループ

●相似律さがし

編集工学研究所＆相似律研究倶楽部

●顔あつめ

原島博（東京大学教授）

●ボタン学大系

まりのるうにい（飾画家）

松岡正剛
編集工学研究所所長

ISISエグゼグティブ・ディレクター
帝塚山学院大学教授
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